
令和６年度 ９月に発生した事故についてお知らせします 

★工事関係者事故（死亡０件、傷害３件） 

・熱中症（１件）、車両による挟まれ（１件）、足場板からの転落（１件）となっています。 

・そのうち休業４日以上を要する事故が２件発生しています。 

★公衆事故（死亡０件、傷害０件、物損２件） 

・歩道橋の塗装塗替工事で、養生シート設置時にタッカーを仮設信号機ケーブルに打込み

ショートさせ交差点の信号機を一時的に消灯させた。（1 件） 

・工事用のテントが強風に煽られて骨組みが破損し、道路上に飛散した部材が通行車両の

ボンネットを破損させた。（１件） 

 
 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

     

令和６年度 建設工事等安全通信 

Ｒ６-10 月号 交通基盤部 工事検査課 

  一現場・安全ひと工夫 

事故関連データ 

A - p r e s s 
概 況 

「ちょっとした工夫」で、安全な現場環境づくりの推進をお願いします！ 

～ 今回は「見える化」（作業員の安全確保）の２事例を紹介します ～ 

① 山間部の斜面でデジタル風速計 

吹上風が強い現場であったため、デジタル

風速計を携帯し、適時風速確認！   

⇒「作業員の安全確保」 

② 重機の点検状況を明示 

作業終了後～ 

翌日点検前 点検後・作業中 

重機の点検状況をマグネットボードで 

明示、点検漏れを防止！   

⇒「作業員の安全確保」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

A-press について 
 

『A』は、ずばり安全（Anzen）の “A” 
『A』は、アルファベットの最初の文字 

 
工事等に当たり、安全は最も優先されます。 

安全意識の向上と情報共有のために、 
工事等の受発注者に毎月発信していきます。 

 

【令和６年９月の工事等事故】 

１ 休憩後、作業を再開しようとしたところ、立ち眩みで橋梁地覆部に倒れ、肋骨及び頭蓋骨にひび

が入った傷害事故 

２ 道路照明作業完了後、高所作業車のアウトリガーを格納した際に車両が後退し、作業員が民家

の壁と車両に挟まれ骨盤骨折及び尿道破裂を負った傷害事故 

３ ダンプトラックのバンパーに足場板をかけ、伐採した枝葉を積込み後、降板する際に足場板が外

れ、50ｃｍの高さから転落し右足関節後果（くるぶしの後ろ側）を骨折した傷害事故 

４ 歩道橋の塗装塗替工事において、養生シートを設置する際に、コンパネにタッカー（建築用ステ

ープラー）を打ち込もうとして誤って仮設信号機のケーブルに打ち込みショートさせ、交差点の信

号を約 40 分間に渡り消灯させた物損事故 

５ 休工日、作業材料保護のために工事現場に設置していたテントが強風に煽られ骨組みが破損

し、道路上に飛散した部材が通行車両のボンネットを損傷させた物損事故 


